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国 住 指 第 244号

平成 13年 3月 23日

吉野石膏株式会社

代表取締役社長 須藤 永 一郎 様

国土交通大臣  林  寛

下記の構造方法又は建築材料については、建築基準法第68条 の26第 1項

(同法第 88条 第 1項において準用する場合を含む。)の 規定に基づき、同法

第2条第七号及び同法施行令第 107条 第二号 (間仕切壁(非耐力壁):1時 間)

の規定に適合するものであることを認める。

1.認定番号

FP060NP-0007

2.認定をした構造方法又は建築材料の名称

片面せつこうボード重張/軽 量鉄骨下地問仕切壁

3.認定をした構造方法又は建築材料の内容

記

冗」%【r少】静り



別 添

1  構 造 名

片面強化せ っ こうボー ド重張 /軽 量鉄骨下地間仕切壁

2 寸  法

壁 高及び壁幅 につ いて は、構造 計算等 によ り構造安定性が確 認 で き る大 きさ とす る。

3 材 料構成等

項 目 製 日
ｍ 仕 様 等

被覆材

(強化せ っこ

うボ ー ドを

2枚 重 ね 張

りとする)

材料名 強化せ っ こうボー ド

規 格 (旧)不燃 第 loo8号

形 状 平 板

端部の形状 スクエアー、ベベル、テーパー

厚 さ (mm) 21 ・ 25 ±  05

大 き さ (mm) 占詫/1 ヽ1 606 × 1,820

最 大 :1, 2 1 0× 4, 5 0 0

か さ比重 075以 上

留 め付 け方法 下張

上張

材 タ ッピンね じ (o35× 32 m m以上)を 用 い、300

m m以下 の間隔で留め付 ける。

タ ッピンね じ (o40× 57 m m以上 )を用 い、300

m m以下 の間隔で、また はステー プル (幅 4 m m以上 、

長 さ 32 m m以上 )を用 い、200m m以 下 の間隔で留

め付 ける。後者 の場合 は、無機質 系接着剤 (300プ

拭 以上)を併用す る。

材

目地処理材 石 膏 系 また は 炭酸 カル シウ ム 系 ジ ョイ ン トコ ンパ ウ ン ド

(200 g / m以上)及 びガ ラス繊維 テー プ (厚さ o2mm、 幅 50 m m )

下地材 上部 ランナー 規格 :」 I S G 3302、 J I S A 6517

形状 ・寸法 :E-45～ 500× 40～ 75 mm、厚 さ 05 mm以上

下部 ランナー 規格 :」 I S  G  3 3 0 2、 J I  S  A  6 5 1 7

形状・寸法:匡-45～ 500×40～75 mm

L-45～ 500×40～75mコ

L型 ランナーを用いる場合は、間柱

をタッピンね じ等で留め付ける。)

、 厚 さ 05 mm以 上

、厚 さ 0 6 m m以上

(ス タ ッ ド)の 下 部
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項 目 等様仕口
ｍ製

下地材 間 柱 (ス タ ッ

ド)

規格 !J I  S  G  3 3 0 2、 」 I S  A  6 5 1 7

形状 ・寸法 IE-4 5～ 500× 45～ 75 m m、厚 さ o5mm以 上

□
-45～ 500× 40～ 50 m m、厚 さ o5mm以 上

取付間隔 :606  m m以下

振れ止め 規格 :」 I

形状 ・寸法

取付間隔 :

S  G  3 3 0 2、  」 I S  A  6 5 1 7

:E-19～25×10 mm、厚さ
間柱高さ 1,200 mm以下

09 mm以 上

壁 端 部 (柱

・は り等 と

の 取 合 部 )

の処理

充填材 目透し等がある場合は、次のいずれかを充填する。

①アクリル樹脂系、ウレタン樹脂系、ポリサルファイ ド系、

シリコン系、酢酸ビニル樹脂系シーリング材

②ロックウール、ロックウール保温板

③石膏系、炭酸カルシウム系無機質充填材
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構造説明図

(1)構 造説明図

透視図

水平断面図

(単位 mm)

上部 ランナーE - 4 5‐ 5 0 0 x 4 9～7 5 x 0  5ロロ以上

張止め

E-19～ 25x10xO.9nm以 上 01200以下

ステープル 4x32以 上 0299以 下スは

タッピンねじ 40,x57以 上 0300以 下

榛を剤

21 25

タッピンねじ

下部ランサー

田柱

E - 4 5～ 5 0 0 x 4 5～7 5 x 0  5 1以上

①
｀

タッピンねじ
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垂直断面図

上3「ランナー

[ - 4 5 - 5 0 0 x 4 0～ 7 5 x o  5 o以上

ステーブル 4X32以上

ランサー固定金物

505以 下

タフピンねじ

0200以 下又は

タッピンねじ 40,X

タフピンねじ
3 5,X92以上 0900以下

強化せっこうポード 厚 21,25

抵れ止め E-19～ 25x10x0 9mm以 上 01200以 下

田柱 E-45～ 590x45～ 75x0 5Ⅲ 以上

□- 4 5～5 9 9 x 4 0～5 0 x 9  5■1以上

榛を利

下部ランナー

E- 4 5～5 0 0 x 4 0～1 5 x 0  5 1 B以上

詳細水平断面図

水平断面図

強化せっこうポード 2 1
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垂直断面図

上部ランナー

E-45～ 500x40～ 75xO.

′〇 しヽ

充岩材

ランナー固定金物

ステーブル
タンピンねじ

4X32以 上 0200以 下スは

` 0,X57以 上 0300以 下

タヮビンねじ
3 5,X32以 上 0300以 下

振れ止め E-19～ 2,110x0 9nn以 上 01200以 下

田性 E-45～ 500x45～ 75x0 31以 上
-43～ 500x40～ 50x0 511以 上

様を利

強化せっこうホード 厚 21 2 5

下t「ランナー  L-45～ 500x40～ 75x0 0白 口以上

/ ' 。ヽ

0 'シ′谷

詳紐水平断面図

水平断面図

①
｀ 808以 下

タッピンねじ

げ

0/デ
強化せっこう本―ド 厚 21,25
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5 施 工方法

(1)塁出 し及び上下 ランナーの取付け

間仕切壁を設置する所定の位置に、墨出しを行 う。

墨出し線 に合わせて、コンクリー ト下地にはランナー固定金物 にて、鋼製下地 には

ランナー受けピース等 を介 してタッピンね じ又は溶接等 にて、それぞれ 900mm以

下の ピッチで、上部 ・下部ランナーを取付ける。

(2)間柱の取付け

間柱は、あ らか じめ現場の寸法に合わせて切断 し、 606mm以 下の間隔で取付け

る。なお、下部 ランナーにL型 ランナーを用いる場合は、間柱の下部をランナーにタ

ッピンね じ等で取付ける。

(3)振れ ILめの取付け

振れ止めは、あ らか じめ現場の寸法 に合わせて切断 し、高 さ 1200mm以 下の

間隔で取付ける。

(4)下張強化せっこうボー ドの取付け

下張強化せ っこうボー ドは、 o3 5× 32mm以 上のタ ッピンね じで 300m

m以 下の間隔で取付ける。

(5)四周取合部の処理 (下張強化せっこうボー ドの取合部で処理を行 う場合)

下張強化せ っこうボー ドの建込み後、四周取合部は隙間のないよ うに充填材 にて

充填する。

(6)上張強化せつこうボー ドの取付け

上張強化せっこうボー ドは、その 目地が下張強化せっ こうボー ドの 目地 と重な ら

ないようにして、 o4 0× 57 mm以 上のタ ッピンね じで 300 mm以 下の間隔

で取付 けるか、または接着剤 を点付 けし、 4× 32mm以 上のステープルで 200

mm以 下の間隔で取付ける。

(7)目地部及び四周取合部等の処理

①天丼よ り下の目地部は目地処理材にて平滑に仕上げる。

②下張強化せっこうボー ドの四周取合部の処理を行わなかった場合は、必ず、上張強

化せつこうボー ドの四周取合部は隙間の無いように充填材を充填する。

③伸縮可動を目的 とした取合部には、ロックウール (150kg/m3程 度 )等 を隙

間の無いように充填する。

④デッキプレー ト、柱等 との取合部は、充填材を隙間の無いように充填する。

(8)表面仕上げ

目地処理等の表面処理終了後、防火上支障のない塗装、クロス張、吹付け等 にて

仕上げる。
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